
大
久
保
駐
屯
地
（
駐
屯
地
司
令

𠮷
春
隆
史

陸
将
補
）
は
、
令
和
５
年
５
月

28
日
（
日
）
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
五
月
晴
れ
の
も
と
、
大
久
保
駐
屯
地
創
立
66
周

年
及
び
第
４
施
設
団
創
隊
62
周
年
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
式
典
に
国
会
議
員
、
自
治
体
首
長
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来

賓
の
ご
臨
席
を
賜
る
と
と
も
に
、
約
６
０
０
０
名
の
地
域
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

𠮷
春
司
令
は
記
念
式
典
の
式
辞
に
お
い
て
、
記
念
行
事
を
挙
行
で
き
る
喜
び
、

地
域
の
方
々
の
ご
支
援
・
ご
協
力
へ
の
謝
意
、
伝
統
を
築
き
上
げ
て
き
た
諸
先
輩

方
へ
の
感
謝
、
最
近
の
国
内
外
情
勢
を
踏
ま
え
た
隊
員
に
対
す
る
要
望
と
駐
屯
地

と
し
て
の
決
意
を
述
べ
、
参
列
す
る
隊
員
は
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
を
前
に
、

自
衛
官
と
し
て
の
自
覚
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
観
閲
行
進
、
訓
練
展
示
、
装
備
品
試
乗
、
装
備
品
展
示
、
音
楽
演
奏

等
に
よ
り
、
自
衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
来
場
者
か
ら
は
、

「
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
自
衛
隊
の
車
両
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
し
ま

し
た
。
」
「
自
衛
官
の
活
躍
が
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
。
」
等
の
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
隊
員
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
ぶ
り
に
祝
賀
会
食
を
開
催
し
、
各
協
力
会
等
の
皆
様
と
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
も
皆
様
方
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
に
充
実
し
た
記
念
行
事
を
開
催
す

る
所
存
で
す
。

（１） 大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 １ 四 半 期 号
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地域から信頼

される駐屯地
紙 面 紹 介

大 久 保 駐 屯 地 創 立 ６ ６ 周 年 及 び
第 ４ 施 設 団 創 隊 ６ ２ 周 年 記 念 行 事

令和５年度大久保駐屯地感謝状
受 賞 者 紹 介

１面
・大久保駐屯地創立６６周年及
び第４施設団創隊６２周年記
念行事

・新隊員前期教育修了
・令和５年度大久保駐屯地感謝
状受賞者紹介

・奈良県五條市長感謝状贈呈式

２面・３面
・各部隊訓練等記事

４ 面
・部隊長随筆
・最先任の一言
・令和５年度方面隊統制演習場
春季整備

・定年退官者紹介
・防衛モニター終了式
・優秀隊員紹介
・編集後記

新

隊

員

前

期

教

育

修

了

観閲行進訓練展示

装備品展示 装備品試乗

大久保駐屯地広報紙
「やましろ」

１四半期号 No２１

第
７
施
設
群
教
育
隊
は
、
新
隊
員
１
０
３
名
に
対
し
、

令
和
５
年
３
月
下
旬
か
ら
第
20
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程

教
育
を
実
施
し
て
、
６
月
下
旬
に
約
３
カ
月
間
の
教
育
を

修
了
し
ま
し
た
。

新
隊
員
は
、
初
め
て
の
自
衛
隊
生
活
で
不
慣
れ
な
環
境

の
中
、
自
衛
隊
の
基
礎
を
学
び
つ
つ
、
将
来
の
陸
曹
と
な

る
べ
く
自
覚
と
自
信
を
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
職
種
の
一
員
と
な
る
べ
く
全
国
の
各
職
種
部

隊
に
お
い
て
後
期
教
育
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

前
期
教
育
で
培
っ
た
、
体
力
・
気
力
・
同
期
と
の
絆
を

礎
と
し
て
更
な
る
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

三施太鼓の演舞音楽演奏

大久保駐屯地感謝状受賞者

大
久
保
自
衛
隊

協
力
会

青年部 部 員 吉村 安広

久御山協力会 地域委員 内田 重信

宇治田原協力会 幹 事 辻井 基博

京田辺協力会 理 事 小西 敏照

陽融会 宇治市議会議員 中村 麻伊子

大久保駐屯地桃友会 副会長 末松 裕章

４５会 副会長兼事務局長 橋本 健三

さきがけ会 会 員
出島 修治

田村 信夫

岐阜分屯地温故会 会 長 枡田 俊二

敦賀防衛懇話会 会 長 橋本 敦夫

豊川施設母隊豊施会 広報理事 吉田 昇二

くりくま会 副会長 上榮 哲生

富山駐屯地ＯＢ会 会 員 沖田 信一

ＳＨＩＫＩ会 役 員 三ツ井 徹

自衛隊和歌山協力会 副会長 小池 佳史

十津川村役場 村 長 小山手 修造

入隊式での宣誓銃授与式射撃訓練

体力検定１０ｋｍ行進

奈良県五條市長感謝状贈呈式

令
和
５
年
４
月
24
日
（
月
）
、
奈
良
県
五
條
市
役
所
に
お
い
て
、
平

成
23
年
紀
伊
半
島
大
水
害
復
旧
対
策
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

災
害
派
遣
、
五
條
市
役
所
職
員
の
体
験
入
隊
等
に
対
し
、
第
７
施
設
群

が
五
條
市
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
７
施
設
群
は
、
引
き
続
き
、
即
応
態
勢
を
万
全
に
し
て
各
種
訓
練

等
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

感謝状贈呈

記念撮影

駐屯地司令式辞新隊員の力強い行進一糸乱れぬ旗手動作

修了式（優秀隊員表彰）
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第

７

施

設

群

第

３

施

設

大

隊

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 １ 四 半 期 号

各 部 隊 訓 練 等 記 事

大

久

保

駐

屯

地

業

務

隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊

第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大
隊
第
２
直
接
支
援

中
隊
は
、
令
和
５
年
５
月
中
旬
の
５
日
間
、
令
和

５
年
度
第
１
回
中
隊
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
内
容
は
、
全
隊
員
を
対
象
と
す
る
「
野
外

衛
生
及
び
救
急
法
」
、
「
12
・
7
ｍ
ｍ
重
機
関
銃

の
取
り
扱
い
」
と
、
若
年
隊
員
を
対
象
と
す
る

「
特
殊
武
器
防
護
」
、
「
野
外
通
信
機
の
取
り
扱

い
」
、
「
天
幕
展
張
要
領
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
野
外
衛
生
及
び
救
急
法
」
に
つ
い
て
は
、
救

急
法
の
基
礎
と
な
る
ド
ク
ト
リ
ン
、
根
拠
及
び
医

学
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
座
学
を
実
施
し
た
後
、

検
定
の
要
領
で
各
課
題
を
演
練
し
ま
し
た
。

特
に
２
課
題
に
お
い
て
は
実
戦
で
の
想
定
を
各

人
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
若
年
隊
員
に
対
す
る
「
特
殊
武
器
防
護

及
び
「
野
外
通
信
機
の
取
扱
い
」
に
お
い
て
は
、

反
復
演
練
に
よ
り
練
度
の
向
上
を
図
り
、
「
天
幕

展
張
要
領
」
で
は
各
天
幕
の
特
性
を
教
育
し
つ
つ

展
張
要
領
を
訓
練
し
ま
し
た
。

季
節
外
れ
の
暑
さ
の
中
で
の
訓
練
で
し
た
が
、

１
件
の
事
故
な
く
、
各
人
の
練
度
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第
２
直
接
支
援
中
隊
は
、
今
後
も
中
隊
長
を
核

心
に
要
望
事
項
「
和
」
を
具
現
す
べ
く
、
中
隊
一

丸
と
な
り
更
な
る
精
進
を
重
ね
て
行
く
所
存
で
す
。

大
久
保
駐
屯
地
業
務
隊
は
、
駐
屯
地
の
生
活
の

縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
隊
員
の
健
康
支
援
を
担
当
す
る
衛
生

科
よ
り
、
先
々
月
実
施
し
た
定
期
健
康
診
断
の
結

果
か
ら
の
考
察
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
定
期
健
康
診
断
受
検
者
の
総
合
判
定
の

人
数
と
割
合
は
以
下
の
通
り
で
す
。

５
月
末
時
点
で
９
８
０
名
が
受
検(

受
験
率
は

91
％)

、
そ
の
中
で
Ａ
判
定
は
約
66
％
、
Ｂ

判

定
は
約
26
％
、
Ｂ
ｂ
判
定
は
約
８
％
、
Ｃ
判
定
は

０
％
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
と
横
ば
い
で
す
が
、
以
下
の
よ
う
な
隊
員

各
人
の
努
力
で
の
現
状
維
持
が
伺
え
ま
す
。

前
回
の
定
期
健
康
診
断
及
び
12
月
の
生
活
習
慣

病
検
診
の
結
果
に
対
し
、
再
検
査
や
受
診
の
早
期

対
処
・
運
動
習
慣
・
食
事
の
考
慮
な
ど
、
健
康
的

な
生
活
の
継
続
、
な
お
要
健
康
増
進
隊
員(

腹
囲

・
身
長
と
体
重
の
比
率
・
体
脂
肪
率
で
指
定
）
の

該
当
者
は
、
受
検
者
全
体
の
13
・
5
％
で
し
た
。

特
に
本
部
勤
務
者
等
、
デ
ス
ク
業
務
で
多
忙
傾

向
の
部
隊
の
割
合
が
多
い
で
す
。

健
康
管
理
は
、
災
害
派
遣
等
の
迅
速
な
出
動
準

備
に
直
結
す
る
ほ
か
、
個
人
の
将
来
の
生
活
や
、

昇
任
試
験
・
海
外
派
遣
の
人
選
に
も
関
わ
り
ま
す
。

今
後
も
健
康
の
維
持
・
増
進
を
目
指
し
、
継
続

的
な
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

尿検査

第３施設大隊入場

第
７
施
設
群
は
、
４
月
中
旬
に
日
本
原
演
習
場

及
び
長
池
演
習
場
に
お
い
て
令
和
５
年
度
方
面
隊

統
制
演
習
場
春
季
整
備
に
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
原
演
習
場
に
お
い
て
は
、
第
３
０
４
施
設

隊
及
び
第
１
０
２
施
設
器
材
隊
の
一
部
の
配
属
を

受
け
、
第
４
施
設
団
整
備
隊
を
編
成
し
、
道
路
の

不
陸
修
正
、
敷
き
均
し
、
転
圧
等
の
幹
線
道
路
整

備
及
び
剣
山
採
石
場
の
開
設
・
運
営
を
担
任
し
、

演
習
場
の
長
期
安
定
使
用
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

第
３
０
４
施
設
隊
を
主
体
と
し
た
技
術
指
導
部
に

よ
り
、
方
面
直
轄
部
隊
に
対
す
る
技
術
指
導
を
実

施
し
て
方
面
隊
の
施
設
技
術
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

ま
た
、
群
独
自
の
施
策
と
し
て
、
弾
着
地
進
入

道
の
補
修
要
領
の
案
出
を
通
じ
て
測
量
技
術
及
び

設
計
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

現
地
測
量
結
果
に
基
づ
き
、
各
中
隊
等
で
道
路

の
設
計
、
施
工
要
領
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
４
施

設
団
整
備
隊
長
（
群
長
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
案
出

し
た
施
工
要
領
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
池
演
習
場
に
お
い
て
は
、
第
３
８
２

施
設
中
隊
が
第
１
０
２
施
設
器
材
隊
の
指
揮
下
に

入
り
、
長
谷
川
砂
防
堤
内
の
浚
渫
を
行
い
、
本
整

備
を
通
じ
機
械
操
作
能
力
及
び
車
両
操
縦
能
力
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
訓
練
基
盤
の
維
持
・
拡

充
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幹線道路整備 砕石生産

第
３
施
設
大
隊
は
、
令
和
５
年
５
月
21
日(

日)

、

千
僧
駐
屯
地
で
行
わ
れ
た
第
３
師
団
創
立
62
周
年

・
千
僧
駐
屯
地
創
設
72
周
年
記
念
行
事
に
大
隊
長

以
下
人
員
１
３
４
名
、
車
両
16
両
で
参
加
し
、
隊

員
に
誇
り
と
充
実
感
を
付
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
行
事
の
準
備
段
階
か
ら
施
設
大
隊

を
核
心
と
し
て
千
僧
駐
屯
地
駐
屯
部
隊
と
協
同
し

て
ス
タ
ン
ド
を
構
築
し
式
典
基
盤
の
確
立
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
協
同
連
携
要
領
及
び
施
設
技
術

能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
観
閲
式
、
観
閲
行
進
に
お
い
て
大
隊

は
、
師
団
唯
一
の
施
設
科
部
隊
と
し
て
07
式
機
動

支
援
橋
等
に
よ
る
行
進
を
し
て
、
部
隊
の
精
強
性

を
誇
示
し
ま
し
た
。

観
閲
式
後
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
は
大
隊
固
有
の

京
都
三
施
太
鼓
を
は
じ
め
、
師
団
各
部
隊
の
姫
路

白
鷺
太
鼓
、
福
知
山
酒
吞
鬼
太
鼓
及
び
信
太
菊
水

太
鼓
の
太
鼓
チ
ー
ム
が
集
ま
り
、
第
三
師
団
太
鼓

隊
と
し
て
総
員
40
名
で
「
武
将
」
を
は
じ
め
、
合

同
曲
、
チ
ー
ム
曲
を
演
舞
し
、
募
集
・
広
報
活
動

の
一
助
と
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
及
び
関
係

機
関
の
信
頼
と
理
解
を
獲
得
し
、
防
衛
基
盤
の
更

な
る
拡
充
に
寄
与
し
ま
し
た
。

特大型ダンプのダンプアップ弾着地進入道の測量

受 付体重測定

歯科検診

スタンド構築

三施太鼓の演舞三施太鼓の演舞

野外衛生及び救急法特殊武器防護

野外通信機の取り扱い天幕展張

」

a
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第 ３ １ ８ 基 地 通 信 中 隊 大 久 保 派 遣 隊

第 ４ 施 設 団 本 部 付 隊

第 ３ ０ ７ ダ ン プ 車 両 中 隊

第 ３ 後 方 支 援 連 隊
第 １ 整 備 大 隊 施 設 整 備 隊

第 ３ ９ ７ 会 計 隊

第 １ ０ ２ 施 設 器 材 隊

大 久 保 駐 屯 地 広 報 紙 「 や ま し ろ 」 １ 四 半 期 号

第
３
後
方
支
援
連
隊
第
１
整
備
大
隊
施
設
整
備

隊
は
、
今
年
度
９
月
に
実
施
さ
れ
る
大
隊
訓
練
受

閲
に
向
け
、
青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
隊
訓
練

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
５
月
に
は
大
隊
訓
練
に

参
加
し
て
、
今
年
の
３
月
に
着
任
し
た
施
設
整
備

隊
長
の
も
と
部
隊
の
練
度
向
上
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。特

に
、
５
月
に
実
施
さ
れ
た
大
隊
訓
練
に
お
い

て
は
、
師
団
の
防
勢
的
行
動
に
お
け
る
施
設
整
備

隊
の
行
動
に
つ
い
て
演
練
し
、
大
隊
統
制
に
よ
る

機
動
及
び
段
列
地
域
の
安
全
化
、
展
開
地
に
お
け

る
警
戒
自
衛
戦
闘
や
上
空
か
ら
の
監
視
を
意
識
し

た
対
空
偽
装
下
で
の
小
銃
用
掩
体
の
構
築
及
び
小

型
シ
ョ
ベ
ル
ド
ー
ザ
を
使
用
し
た
半
地
下
の
指
揮

所
構
築
に
つ
い
て
練
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

整
備
小
隊
は
、
段
列
地
域
進
入
後
、
夜
間
に
お

い
て
師
団
施
設
整
備
所
を
開
設
し
、
夜
間
の
特
性

を
克
服
し
て
速
や
か
に
施
設
器
材
の
整
備
基
盤
を

確
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
暑
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
が
、
熱
中
症

に
気
を
つ
け
な
が
ら
隊
員
一
同
、
部
隊
の
練
度
向

上
に
励
ん
で
日
々
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
１
８
基
地
通
信
中
隊
大
久
保
派
遣
隊
は
、

大
久
保
駐
屯
地
創
立
66
周
年
及
び
第
４
施
設
団
創

隊
62
周
年
記
念
行
事
へ
参
加
し
、
式
典
、
受
付
等

の
た
め
に
業
務
シ
ス
テ
ム
回
線
６
回
線
・
臨
時
内

線
電
話
５
回
線
を
構
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
４
施
設
団
隷
下
部
隊
長
の
執
務
場
所

へ
の
業
務
シ
ス
テ
ム
回
線
７
回
線
の
提
供
を
実
施

し
ま
し
た
。

各
隊
舎
等
へ
の
回
線
構
成
の
た
め
に
担
当
者
等

と
綿
密
に
調
整
し
て
自
隊
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

実
施
し
、
派
遣
隊
全
力
で
回
線
を
構
成
し
ま
し
た
。

ま
た
４
月
に
は
、
第
１
０
４
施
設
直
接
支
援
大

隊
本
部
事
務
室
の
改
装
支
援
と
し
て
、
仮
設
事
務

室
と
改
装
後
の
事
務
室
へ
の
各
種
シ
ス
テ
ム
、
内

線
電
話
の
移
設
・
設
置
支
援
を
部
隊
の
要
望
に
応

え
つ
つ
実
施
し
ま
し
た
。

派
遣
隊
は
、
夜
間
・
休
日
無
人
化
に
よ
る
体
制

移
行
後
も
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
基
盤
が
24
時
間
使

用
で
き
る
通
信
環
境
を
維
持
し
、
使
用
部
隊
、
使

用
者
の
皆
様
へ
の
影
響
を
極
限
に
す
る
た
め
部
隊

の
基
本
的
行
動
、
隊
員
の
基
礎
動
作
を
演
練
し
、

所
在
部
隊
の
指
揮
の
命
脈
の
通
信
確
保
に
貢
献
し

て
参
り
ま
す
。

第
３
０
７
ダ
ン
プ
車
両
中
隊
は
、
令
和
５
年
６

月
上
旬
の
５
日
間
、
令
和
５
年
度
第
２
回
中
隊
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
訓
練
は
、
支
援
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
ダ

ン
プ
車
両
に
よ
る
施
設
支
援
を
各
地
形
・
気
象
・

敵
の
妨
害
下
に
お
い
て
実
施
し
、
中
隊
の
練
度
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
敵
の
衛
星
、
ド
ロ
ー
ン

等
、
新
領
域
に
係
る
新
た
な
部
隊
行
動
に
つ
い
て

検
証
し
ま
し
た
。

当
初
、
「
各
種
状
況
下
に
お
け
る
資
材
輸
送
」

で
は
、
大
久
保
駐
屯
地
か
ら
航
空
自
衛
隊
経
ヶ
岬

分
屯
基
地(

京
丹
後
市)

ま
で
の
移
動
距
離
約
１
８

０
Ｋ
ｍ
の
道
の
り
を
安
全
確
実
に
運
行
し
て
長
距

離
車
両
行
進
能
力
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
訓
練
で
は
各
分
隊
長
に
若
手
の
陸
曹

を
指
名
し
て
分
隊
長
と
し
て
の
識
能
、
部
隊
指
揮

能
力
の
向
上
、
責
任
感
の
醸
成
を
図
り
ま
し
た
。

新
米
分
隊
長
は
不
慣
れ
な
が
ら
も
、
自
ら
考
え
、

積
極
的
に
行
動
し
時
々
指
導
陸
曹
の
指
導
に
真
摯

に
向
き
合
い
隊
員
と
共
に
任
務
に
邁
進
し
ま
し
た
。

中
隊
本
部
は
、
野
外
炊
事
訓
練
を
実
施
し
て
、

悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
管
理
班
長
の
指
導

の
下
に
、
想
像
以
上
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
炊
き
立

て
ご
飯
と
絶
品
の
お
か
ず
が
提
供
さ
れ
、
一
時
の

至
福
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

中
隊
は
、
今
後
も
計
画
的
に
練
成
訓
練
を
行
っ

て
、
車
両
専
門
部
隊
と
し
て
の
練
度
及
び
全
般
支

援
部
隊
と
し
て
の
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

第
３
９
７
会
計
隊
は
、
令
和
５
年
４
月
下

旬
に
令
和
４
年
度
最
終
支
払
を
実
施
し
ま
し

た
。第

３
９
７
会
計
隊
に
つ
い
て
は
、
今
津
駐

屯
地
及
び
大
津
駐
屯
地
を
派
遣
隊
に
も
ち
、

３
コ
駐
屯
地
分
の
物
件
費
及
び
旅
費
の
支
払

業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
支
払
総
額
に
つ
い
て
は
、

約
17
億
５
０
０
０
万
で
し
た
。

ま
た
、
大
久
保
駐
屯
地
の
給
与
業
務
も
併

せ
て
実
施
し
て
お
り
、
支
出
官
払
で
銀
行
で

支
払
う
所
要
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
令
和

４
年
度
給
与
業
務
の
支
払
総
額
約
68
億
円
の

業
務
処
理
を
実
施
し
ま
し
た
。

会
計
隊
と
し
て
も
毎
月
の
支
払
状
況
を
会

計
検
査
院
に
証
拠
書
類
と
し
て
提
出
し
て
お

り
、
令
和
４
年
度
最
終
の
証
拠
書
類
と
し
て
、

14
冊
の
書
類
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

通
常
月
の
証
拠
書
類
に
つ
い
て
は
、
４
～

５
冊
で
あ
り
、
通
常
の
３
倍
の
業
務
を
年
度

末
業
務
と
し
て
実
施
し
、
会
計
隊
の
人
員
を

総
動
員
し
て
点
検
し
、
適
切
な
計
算
証
明
業

務
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
万
全
な
対
策
を
講

じ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
最
大
限
寄
与

で
き
る
よ
う
に
、
各
部
隊
担
当
者
と
の
密
接

な
連
携
、
各
部
隊
へ
の
会
計
情
報
の
共
有
及

び
会
計
隊
隊
員
の
実
務
能
力
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

第
４
施
設
団
本
部
付
隊
は
、
令
和
５
年
５

月
上
旬
の
４
日
間
、
団
本
部
付
隊
環
境
整
備

週
間
と
し
て
、
大
久
保
駐
屯
地
前
を
流
れ
る

名
木
川
及
び
駐
屯
地
内
の
草
刈
り
及
び
清
掃

に
よ
り
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
回
の
環
境
週
間
と
し
て
の
目
的
は
、
大

久
保
駐
屯
地
の
前
を
流
れ
る
川
を
清
掃
す
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
令
和
５
年
５
月
28

日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
大
久
保
駐
屯
地
創
立

66
周
年
及
び
第
４
施
設
団
創
隊
62
周
年
記

行
事
に
地
域
か
ら
大
勢
の
方
々
が
来
隊
し
て

い
た
だ
け
る
感
謝
と
駐
屯
地
内
を
見
て
い
た

だ
く
お
も
て
な
し
の
気
持
ち
を
込
め
て
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
梅
雨
前
の
時
期
は
特
に
雑
草
も
伸
び

草
払
機
で
の
雑
草
の
除
草
も
雑
草
が
機
械
に

絡
ま
る
程
、
伸
び
て
い
ま
し
た
。

名
木
川
の
側
面
は
、
傾
斜
角
が
急
で
時
に

は
、
足
を
滑
ら
せ
そ
う
に
な
り
つ
つ
も
、
隊

員
個
々
が
協
力
し
合
い
事
故
も
な
く
、
円
滑

に
草
刈
り
及
び
清
掃
並
び
に
環
境
の
整
備
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
及
び
駐
屯
地
に
対
し
て
感

謝
を
し
、
環
境
の
整
備
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新米分隊長の地点指示炊事訓練

第
１
０
２
施
設
器
材
隊
は
令
和
５
年
５
月
中
旬

の
５
日
間
、
長
池
演
習
場
及
び
大
久
保
駐
屯
地
に

お
い
て
第
１
次
隊
野
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
野
営
訓
練
は
、
隊
長
及
び
各
中
隊
長
が
本
年

３
月
に
着
任
以
降
初
の
隊
野
営
訓
練
で
あ
り
、
各

指
揮
官
が
部
隊
の
現
状
を
把
握
し
、
そ
の
練
度
を

向
上
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
を
前
段
及
び
後
段
に
区
分
し
て
、
前
段
は

有
事
を
想
定
し
て
駐
屯
地
か
ら
演
習
場
に
前
進
し

て
集
結
地
を
占
領
し
、
野
外
指
揮
所
を
開
設
す
る

ま
で
の
一
連
の
行
動
を
隊
統
制
で
演
練
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
後
段
の
訓
練
は
、
各
中
隊
長
が
そ

れ
ぞ
れ
計
画
し
、
本
部
付
隊
は
隊
の
指
揮
・
通
信

所
を
維
持
・
運
営
し
て
隊
長
の
指
揮
を
補
佐
、
架

橋
中
隊
は
駐
屯
地
内
で
92
式
浮
橋
の
架
設
や
門
橋

（
フ
ェ
リ
ー
）
の
組
立
・
運
航
を
練
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
特
殊
器
材
中
隊
は
演
習
場
の
損
傷
し
た

道
路
の
肩
部
法
面
や
側
溝
の
復
旧
工
事
を
実
施
し

て
、
中
隊
の
能
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

第
１
０
２
施
設
器
材
隊
は
、
本
野
営
訓
練
を
通

じ
て
隊
本
部
や
各
中
隊
の
練
度
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
訓
練
の
一
環
で
演
習
場
整
備
を
行
っ
て
、

訓
練
基
盤
の
維
持
に
寄
与
し
ま
し
た
。

指揮所の開設・運営道路の肩部法面復旧工事

証拠書類点検風景証拠書類状況駐屯地内の清掃名木川の清掃

指揮所構築のための掘開重機関銃の設置記念行事回線の構成端子盤への接続

念
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最
先
任
の
一
言

編
集
後
記

大久保駐屯地
Twitter

ＱＲコード

定

年

退

官

者

紹

介

令

和

５

年

度

方

面

隊

統

制

演

習

場

春

季

整

備

↓

防
衛
モ
ニ
タ
ー
終
了
式

第７施設群
最先任上級曹長

准陸尉 小林 大輔

平
素
か
ら
第
７
施
設
群
に
対
し
て
格
別
な

る
ご
厚
情
及
び
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

組
織
で
行
動
す
る
我
々
自
衛
隊
に
と
っ
て

「
規
律
」
は
生
命
で
あ
り
、
規
律
の
な
い
部

隊
は
群
集
に
過
ぎ
ず
、
任
務
を
達
成
す
る
事

は
出
来
ま
せ
ん
。

部
隊
で
の
服
務
指
導
に
お
い
て
、
規
則
の

説
明
や
違
反
し
た
際
の
処
罰
の
量
定
と
い
っ

た
知
識
に
つ
い
て
教
育
し
て
終
わ
る
事
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
こ
れ
は
す
る
な
」
と
い
く
ら
指
導
し
て

も
、
隊
員
が
押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
え

ば
、
組
織
に
対
し
て
窮
屈
さ
を
感
じ
た
り
、

枠
か
ら
は
み
出
し
て
も
気
に
し
な
い
者
が
現

れ
る
は
ず
で
す
。

「
な
ぜ
こ
の
規
則
が
必
要
な
の
か
」
の
意

義
を
指
導
者
は
説
明
し
、
そ
れ
に
対
し
て
自

分
自
身
で
理
解
し
、
主
体
的
に
実
践
出
来
る

自
衛
官
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

近
年
で
は
、
価
値
観
の
多
様
性
が
尊
重
さ

れ
、
部
隊
に
は
様
々
な
考
え
方
を
持
っ
た
隊

員
が
存
在
し
ま
す
。

個
人
と
し
て
「
ど
う
し
た
い
か
」
を
優
先

す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
人
、
自
衛
官
と
し

て
「
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
い
う
自
覚
と
責

任
感
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
る
事

の
出
来
る
心
を
持
っ
た
隊
員
を
、
愛
情
を
持

っ
て
育
て
る
事
が
必
要
で
す
。

最
後
に
、
隊
員
が
自
ら
規
律
を
維
持
し
、

誇
り
を
持
っ
て
任
務
に
邁
進
で
き
る
よ
う
、

厳
し
く
も
情
愛
の
あ
る
部
隊
に
し
て
い
く
た

め
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

「
規
律
の
維
持
」

第
３
施
設
大
隊
は
、
近
畿
２
府
４
県
を
担

当
す
る
第
３
師
団
唯
一
の
施
設
科
部
隊
で
あ

り
、
令
和
４
年
８
月
に
大
隊
長
と
し
て
着
任

以
来
、
部
隊
長
と
し
て
の
責
任
・
役
割
を
肝

に
銘
じ
、
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
前
向
き
に

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
師
団
の
任
務
達
成
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
隊
務
を
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

自
衛
隊
に
お
け
る
隊
務
運
営
の
主
軸
は
教

育
訓
練
で
あ
り
、
第
３
施
設
大
隊
の
特
性
を

踏
ま
え
、
効
果
的
・
効
率
的
な
教
育
訓
練
を

行
い
、
隊
員
全
員
が
自
信
を
持
っ
て
任
務
を

完
遂
で
き
る
大
隊
を
目
指
し
て
、
日
々
精
進

し
て
お
り
ま
す
。

私
が
教
育
訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
重
視

し
て
い
る
事
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
「
そ
の
時
」
、
つ
ま
り
「
有

事
」
に
お
け
る
大
隊
の
行
動
を
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
。

２
つ
目
は
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

し
た
大
隊
の
行
動
に
基
づ
き
、
今
の
部
隊
・

隊
員
の
状
況
を
踏
ま
え
、
必
要
な
教
育
や
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
教
育
や
訓
練
の
実
施
に
お

い
て
は
、
「
な
ぜ
こ
の
教
育
や
訓
練
が
必
要

な
の
か
」
や
、
「
有
事
に
お
い
て
ど
う
活
き

る
の
か
」
と
い
う
事
を
追
求
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
引
き
続
き
必
要
な
教
育
や
訓
練

を
積
み
重
ね
、
そ
の
時
、
自
信
を
持
っ
て
任

務
を
完
遂
で
き
る
隊
員
・
部
隊
を
育
成
し
て

い
く
所
存
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
第
３
施
設
大
隊
を
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

「
そ
の
時
、
自
信
を
持
っ
て
任
務
を
完
遂

で
き
る
大
隊
を
目
指
し
て
」

第３施設大隊長

２等陸佐 林田 賢明

令
和
５
年
４
月
26
日
（
水
）
、
令
和
５
年
度
防
衛
モ
ニ
タ

ー
終
了
式
が
行
わ
れ
、
駐
屯
地
司
令
か
ら
防
衛
モ
ニ
タ
ー
を

任
期
満
了
さ
れ
た
藤
森
佳
人
氏
に
防
衛
事
務
次
官
か
ら
の
終

了
証
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

藤
森
氏
か
ら
「
防
衛
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
自
衛
隊
、
駐
屯
地

に
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
、
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
」
「
身

近
な
人
に
も
自
衛
隊
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
」
等

の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
防
衛
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を

終
了
さ
れ
ま
し
た
。

更
な
る
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙｢

や
ま
し
ろ

ご
愛
読
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
大
久
保
駐

屯
地
記
念
行
事
を
一
般
開
放
で
開
催
し

皆
様
と
お
会
い
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し

く
感
じ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
５

類
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
油
断
せ
ず
に

各
種
訓
練
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
度

も
引
き
続
き
、
大
久
保
駐
屯
地
広
報
紙

「
や
ま
し
ろ
」
に
対
し
、
ご
支
援
・
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
上
旬
か
ら
約
10
日
間
、
大
久
保
駐
屯
地
所
在
部

隊
は
、
あ
い
ば
野
演
習
場
及
び
日
本
原
演
習
場
の
機
能
向
上
・
維

持
の
た
め
、
装
備
す
る
施
設
器
材
を
駆
使
し
な
が
ら
一
丸
と
な
っ

て
整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
道
場
で
あ
る
演
習
場
を
自
ら
整
備
す
る
と
い
う
高

い
意
識
を
も
っ
て
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
が
雨
や
暑
さ
に
負
け
ず
取
り
組

み
、
今
ま
で
よ
り
良
い
演
習
場
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
自
分
た
ち
の
整
備
し
た
道
場
で
訓
練
を
実
施
し
て
練
度

向
上
を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
ま
す
。

第１０４施設直接支援大隊
整備隊

陸曹長 清水 淳一

退官 令和５年４月１日

」

終了証の伝達

記念撮影

編成完結式

炊 事

砕石の敷き均し

湿地ドーザによる敷き均し

ガラパゴスによる砕石・積載

ロードローラーによる道路転圧

大久保駐屯地業務隊
補給科

陸曹長 原岡 幸太郎

退官 令和５年６月１日

優

秀

隊

員

紹

介

令
和
５
年
４
月
２
日(

日)

、
大
阪
府
南
河
内

郡
千
早
赤
阪
村
に
あ
る
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
「
第
67
回
西
日
本
銃
剣
道
選
手
権
大

会
」
が
実
施
さ
れ
、
女
子
個
人
の
部
に
参
加
し

た
第
７
施
設
群
本
部
管
理
中
隊

木
村

茉
鈴
３

曹
が
、
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
４
月
23
日(

日)

、
日
本
武
道
館

に
お
い
て
「
第
67
回
全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会

が
実
施
さ
れ
、
団
体
戦
女
子
の
部
に
て
第
３
位

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

」」


